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研 修 報 告 書 

 

このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

 

１ 研修種別 

  Ｄ 福岡県教育センター研修員 

２ 主題研修について 

研究主題 「聴覚障がいのあるＡ児が、遊びの中で試行錯誤する姿を目指した総合保育の指導 

―発想を引き出す働き掛けを通して―」 

(1) 研究のねらい 

 ア 課題の背景 

(ｱ) 対象幼児の実態から 

Ａ児は幼稚部○年に在籍している聴覚障がいのある幼

児である。音声を主体として手話や指文字等を併用し、

コミュニケーションをとっている。Ａ児は、質問―応答

関係検査（図１：○歳○か月実施）で、半数以上の項目

において生活年齢よりもやや高い得点を得ることができ

ており、教師と一対一のやり取り場面では、自身の言語

力を生かして考えたことを教師に伝えたり、教師の質問

に答えたりすることができると分かる。 

Ａ児は制作遊びが好きで、意欲は高い。また、教師が提示した手順に沿って制作することは得意で

ある。しかし、自由制作の場面では、自身が考え出したものを作ることができなかった際、「次はこ

うしよう。」等と、当初考え出したことを広げて制作する姿はあまり見られず、教師に視線を送って

支援を待ったり活動を諦めたりしてしまうことがある。以上のことから、Ａ児の年齢相応以上のやり

取りの力を生かし、好きな制作遊びの中で教師とやり取りしながら試行錯誤することができるように

なることは、Ａ児が活動を諦めずに、自分の思いを実現する姿につながり、大変意義深いと考える。 

 (ｲ) 特別支援学校幼稚部教育要領から 

 特別支援学校幼稚部教育要領では、幼稚部における教育において育みたい資質・能力の一つに「気

付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したり

する『思考力、判断力、表現力等の基礎』」を示している。幼児の生活の中心である遊びの中で、幼

児自身の様々な体験を基に自分がしたいことを考え出し、考え出したことを試しながら工夫して言葉

や行動等で表現していくことは、幼児の思考力等の基礎を培うことになると考える。特に、制作遊び

では、幼児が作りたいものや、必要な材料、作り方等を考え出し、材料を切ったり貼ったりする等し

て物と関わったり、教師や友達と作品を比べて人と関わったりしながら考え出したことを試すことが

できる。そのような活動を通して、「次はこうしよう。」等と自身が考え出したことを広げ、工夫し

て表現する中で、Ａ児の試行錯誤する姿が期待できると考えた。 

図 1 質問-応答関係検査サマリープロフィール 

※質問―応答関係検査の結果のグラフ 
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(ｳ) 理論研究から 

庄司（2021）は、聴覚障がいのある子供は、音声情報が質的・量的に不足するため、身近な大人が

子供の気持ちの動きを捉え、即時即場で行動、経験、思考を言葉に置き換える言語化を積み重ねるこ

とが大切であると述べている。特に教師は、聴覚障がいのある子供が考えたことを言葉として引き出

していくよう、視覚的な手掛かりを用いて指導を進める必要があるとも述べている。 

内田ら（2014）は、論理的思考は乳児期からめばえ、言葉の獲得とともに行われるようになり、問

題解決のための試行錯誤は５歳児以降行うようになると述べている。その際、論理的思考が起こって

いる場面の保育者の援助には、見守り（足場かけに向けた注視）、足場かけ（状況の整理・確認、解

決への見通し）、省察促し（考えることの促し）が特徴的に表れることも述べている。ここで述べる

足場かけは、庄司が示した言語化の援助とつながるものであると考えた。そこで、聴覚障がいのある

幼児が遊びの中で試行錯誤する姿を目指していくためには、教師が幼児の遊びの見守りをすることは

前提であると捉えた上で、言語化（幼児の行動、経験、思考の整理・確認）・省察促し（考えること

の促し）の言葉掛けと、幼児の考えの手掛かりとなる視覚的教材の提示を行う必要があると考えた。 

(ｴ) 試行授業から 

試行授業は、スライム作り等（全４時間）の制作遊びの中でＡ児が試行錯誤する姿を目指し、言語

化や省察促しの言葉掛けを行ったり、視覚的教材を提示したりして実施した。言語化では、Ａ児の行

動や遊びの経験を確認する言葉掛けを行ったり、教師がＡ児の考え等を捉えて話をしたりした。省察

促しでは、活動の場面に応じて制作方法等の考えを促す言葉掛けを行った。視覚的教材の提示では、

活動の見通しや、Ａ児が考えたスライムの材料や作り方等を、教師がイラストや単語を用いて提示し

た。その結果、Ａ児は自身の経験から必要な材料を考え出し、考え出したことを試しながらスライム

作りをすることができた。しかし、試したことがうまくいかなかった際「できあがり。」と言って遊

びをやめることがあり、考え出したことを更に工夫して試す姿は見られず、試行錯誤する姿には至ら

なかった。これは、教師の言葉掛けにおける省察促しの意図が整理されておらず、言語化を促す言葉

掛けに終始しがちであり、Ａ児の考えを十分に引き出すことができなかったからであると考える。ま

た、Ａ児が視覚的教材を確かめて活動する姿も少なかった。これは、視覚的教材が、Ａ児が考え出し

たことを試す際の手掛かりになっていなかったからであると考える。そこで、Ａ児が遊びの中で試行

錯誤する姿を目指すためには、活動に応じて教師の言葉掛けの意図を焦点化するとともに、Ａ児が考

え出したことをＡ児自身が確認しながら制作することができるよう視覚的教材を工夫し、Ａ児の発想

を引き出していくことが必要ではないかと考えた。 

 イ 研究の目的 

 総合保育の指導において、聴覚障がいのあるＡ児が遊びの中で試行錯誤する姿を目指す上で、発想

を引き出す働き掛けの有効性を明らかにする。 

(2) 研究の構想 

 ア 主題の説明   

 (ｱ) 主題について 

遊びとは、本研究では、Ａ児が作りたいものを制作したり、制作したものを操作したりする活動の

ことである。試行錯誤とは、作りたいものを考え出し、実際に作ってみることで試し、更に考え出し

たことを広げ、工夫して表現することである。総合保育とは、幼稚園教育要領の５領域と、自立活動

の内容を関連付けて構成した、遊びを通しての総合的な保育のことである。 

 (ｲ) 副題について 

 発想とは、Ａ児が作りたいものを制作したり、制作したもので遊んだりするために必要なＡ児の作

りたいもの、材料、作り方等の基になる考えのことである。発想を引き出すとは、Ａ児の発想を言葉

や行動で表現できるようにすることである。発想を引き出す働き掛けとは、教師が、Ａ児の発想を引

き出すことができるように、言葉掛けと視覚的教材の提示から促していくことである。言葉掛けは、

Ａ児の行動、経験、思考の整理や確認をする言語化と、Ａ児に考えることを促す省察促しを行ってい
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く。視覚的教材の提示では、Ａ児

が作りたいものの絵を描いたり、

教師が材料や制作するものの特徴

等を単語や短文で示したりしたア

イデアスケッチと、Ａ児の発想の

手掛かりとなる材料や用具、図鑑

や動画を用いて働き掛けていく。 

 イ 研究の内容 

研究構想図を図２に示す。本研

究では、各授業における遊びの中

で、考え出す、試す、広げる場面

を設け、これを繰り返して題材を

構成する。一単位授業の各場面に

おける教師とＡ児のやり取りの中

で、教師が言葉掛け（表１）と視

覚的教材の提示を関連付けながら

意図的に行い、Ａ児の意欲の下、

発想を引き出し、遊びの中で試行

錯誤する姿を目指す。考え出すで

は、Ａ児が作りたいもの等を考え

出す姿を目指す。そのため、教師

の言葉掛けでは、Ａ児の経験や知

識、必要な材料、作り方を言語化

していくことと、経験や知識を想

起し、材料や作り方を検討することができる省察促しを行う。視覚的

教材の提示では、教師とＡ児がやり取りしながら作成したアイデアス

ケッチを用いる（図３）。試すでは、アイデアスケッチを基に、Ａ児

が考え出したことを実際に作ってみて試す姿を目指す。そのため、教

師の言葉掛けでは、制作するものと材料の特徴を言語化していくこと

と、制作するものと材料の特徴を想起し、確認することができる省察

促しを行う。広げるでは、Ａ児が考え出したことを広げ、工夫して表

現する姿を目指す。そのため、教師の言葉掛けでは、Ａ児が試す中で

更に考えたことや気付いたことを言語化していくことと、異なる考え

との比較や材料と制作するものの特徴の関連付けができる省察促しを

行う。試す、広げるの視覚的教材の提示では、Ａ児に身近な素材を、選択しやすい分量や場所を考慮

して設置した材料や用具と、Ａ児の興味、関心に応じて確認しやすい場所に設置した図鑑や動画を用

いる。また、Ａ児の制作するものに応じた教室環境も構成する。 

(3) 研究の実際 

 ア 実証授業の指導の考え方 

 第一次は、Ａ児と虫取りごっこを行うことで、題材を通した遊びのゴール像「学級の教師や友達と

虫取りごっこをして遊ぶ。」を共有し、Ａ児が、学級の教師や友達と遊ぶための自分なりの「むしの

せかい」を考え、イメージマップを制作することができるようにする。第二次は、イメージマップを

具体化していく過程で、毎時間、考え出す、試す、広げる場面を設けることで、Ａ児が試行錯誤して

作りたい虫を一つずつ制作することができるようにする。第三次は、学級の教師や友達を「むしのせ

かい」に招待して共に遊ぶことで、満足感や達成感を得ることができるようにする。 

図２ 研究構想図 

図３ アイデアスケッチ 

表１ 言語化・省察促しの言葉掛けの具体 

 

 

遊びの中で試行錯誤するＡ児発想を引き出す
言葉掛け

言語化

試す
作ってみて試す。

考え出す
作りたいものを
考え出す。

広げる
考え出したことを広げ、
工夫して表現する。

・制作するもの
の特徴
・材料の特徴

・Ａ児が考えた
こと
・Ａ児が気付い
たこと

・Ａ児の経験や
知識
・必要な材料、
作り方

終
末

展
開

導
入

Ａ
児
の
制
作
す
る
も
の
に
応
じ
た
教
室
環
境
の
構
成

発想を引き出す
視覚的教材の提示

図鑑・動画
・Ａ児の興味・関心に
応じて、用いる。
・Ａ児の確認しやすい
場所に設置する。

材料・用具
・Ａ児に身近な素材を
用意する。
・Ａ児が選択しやすい
分量、場所に配置する。

アイデアスケッチ
・Ａ児が制作するものの絵
を描くように促す。
・制作するものの材料や特
徴等を単語や短文で示す。

Ａ児の意欲

省察促し

・経験や知識
の想起

・材料、作り
方の検討

・制作するもの
の特徴の想起及
び確認

・材料と制作す
るものの特徴の
関連付け

・異なる考え
との比較

・材料の特徴
の想起及び確
認

やり取りの力を生かして、遊びの中で試行錯誤する姿が少ないＡ児

Ａ児の発想
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 イ 実証授業の題材指導計画 

 ウ 実証授業の指導の実際と考察 

 (ｱ) 第一次 制作１ 

第一次では、イメージマップ（制作１）の制作を通して、「むしのせかい」のゴール像を共有する

ことをねらった。考え出すでは、教師が制作した草むらやバッタ等を用いて第三次の虫取りごっこを

簡易的に行うことで、遊びに意欲をもつことができるようにした。その際、やり取りを通してＡ児の

虫取りの経験や知識を言語化し、Ａ児が「むしのせかい」に設置したいと教師に伝えた虫やその居場

所を、アイデアスケッチに単語や短文で書いて示したことで、Ａ児なりの「むしのせかい」を考え出

すことができた。試すでは、アイデアスケッチを基に虫のシール等を貼って、イメージマップを制作

することができるようにした。その際、草むらの近くに貼っていた虫を指さし、「カマキリとバッタ

（を貼る場所）はここでいいの。」と、虫の特徴を想起するよう省察促しを行ったことで、「同じ所

にいると食べられるから置く場所は変える。」と発想を引き出すことができた。広げるでは、イメー

ジマップを更に工夫することができるようにした。その際、Ａ児が虫と触れ合い遊んだ経験をやり取

りし、「他には何かいないかな。」と、省察促しを行ったことで、Ａ児はアイデアスケッチに書いた

虫から更に虫を描き足してイメージマップを完成することができた。これらの姿から、Ａ児の経験や

知識を想起して言語化し、それをアイデアスケッチに示して制作していくことや、制作するものの特

徴を想起するよう省察を促すことは、Ａ児の発想を引き出す上で有効であったと考える。 

(ｲ) 第二次 制作２～５ 

第二次では、イメージマップに描いた虫を制作する中で試行錯誤する

ことをねらった。各時間の考え出す場面においては、Ａ児の虫に関する

経験や知識を言語化したり、省察を促したりしながらやり取りをした。

そして、引き出した発想をアイデアスケッチに文字化して提示したり、

Ａ児に絵を描くよう促したりすることで、Ａ児が作りたい虫のイメージ

をもち、試す、広げる場面で制作することができるようにした。 

制作２は蚊を制作した。考え出すでは、Ａ児が描いた蚊の部位と必要

な材料をマッチングさせて省察促しを行ったことで、Ａ児は、「羽は画

用紙を使う。」等、考え出したことを教師に伝えることができた。試す

では、太さの異なるストロー等を材料コーナーに設置したことで、Ａ児

は細いストローを選び、蚊の針を作ることができた。その際、蚊の針を

教師とＡ児の腕に「ちくん。」と刺す真似をして省察促しを行ったこと

で、ストローの先端を切って尖らせるというＡ児の発想を引き出すことができた。広げるでは、Ａ児

は材料コーナーの支柱を用いて、制作した蚊を飛ばそうと考え出したことを広げたが、蚊の体部分に

貼り付けることができなかった。その際、教師が、支柱を付けることができない方法を示して省察促

題材名 むしのせかい 
題材 
目標 

○ これまでの知識や経験を基に、身近な虫や虫の居場所について知っていること等を教師に伝えることができる。 
○ 虫を制作し、制作したもので遊ぶ中で試行錯誤することができる。 

配時 
第一次 第二次 第三次 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

活
動 

考
え
出
す 

・虫取りごっこをする。 
・「むしのせかい」に設置したい虫とその居場所を考える。 

・アイデアスケッチに制作する虫の絵を描く。 
・必要な材料を教師に伝える。 

・虫の動かし方を考える。 

・「むしの
せかい」を
構成する。 
・学級の教
師や友達を
招待して虫
取りごっこ
をする。 

試
す ・制作１を行う。 

（イメージマッ
プ） 

・制作２を行う。
（蚊） 

・制作３を行う。 
（アメンボ） 

・制作４を行う。 
（カブトムシ） 

・制作５を行う。 
（ダンゴムシ） 

広
げ
る 

・制作するものに工夫を加えて考え出したことを広げる。  
・図鑑や動画を見る。 

言葉
掛け 

・言語化（Ａ児の経験や知識）（必要な材料、作り方）（制作するものの特徴）（材料の特徴）（気付いたこと）（考えたこと）  
・省察促し（経験や知識の想起）（材料、作り方の検討）（制作するものの特徴の想起及び確認）（材料の特徴の確認）（異なる考えとの
比較）（材料と制作するものの関連付け） 

 

視覚
的教
材の
提示 

・図鑑の提示  ・図鑑や動画の提示 
・アイデアスケッチの作成 

・材料コーナーの設置 
・Ａ児の制作するものに応じた教室環境の構成 

 
 

図４ やり取り（制作２） 
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しを行ったことで、Ａ児は材料を足して工夫すればよいと気付き、材料コーナーにある卵パックを選

び、その仕切り部分と支柱を貼り付けて蚊を完成することができた（図４）。制作中、Ａ児はアイデ

アスケッチを見て制作する部位を確認したり、材料を選んだりしていた。これらの姿から、Ａ児が制

作する虫の絵を描いてアイデアスケッチを作成することや、各場面のＡ児の姿に合わせて言語化や省

察促しを行うことは、Ａ児の発想を引き出す上で有効であったと考える。また、制作するものに応じ

て材料を設置することも有効であったため、引き続き取り組むことにした。 

制作３はアメンボを制作した。考え出すでは、「アメンボはどんな虫か教えて。」と、アメンボの

知識を想起するよう省察促しを行ったところ、Ａ児は、「分からない。図鑑を見たい。」と話した。

そして、教師が図鑑を提示し読んで分かったことの言語化を促したことで、「水をはじくための毛が

いる。」と考え出し、アメンボの足に毛を描き足すことができた。試すでは、針金を持ってきたＡ児

に、「他の材料とは違うね。」と、材料の特徴を確認する省察促しを行ったことで、「本当はちょっ

とだけ曲げるよ。」と、針金を曲げて触角を作るという発想を引き出すことができた。広げるでは、

Ａ児はアメンボの足を卵型の発泡材で作ろうとしたが、体部分に貼り付けることができなかった。そ

の際、教師が図鑑を提示し、「（Ａ児が作っているものと）比べてどう。」と、省察促しを行ったこ

とで、Ａ児はアメンボの足は細いと気付き、足は細いストローで作るとよいと考え出したことを広げ

て制作し、アメンボを完成することができた。これらの姿から、Ａ児に図鑑を提示して言語化を促す

ことや、材料の特徴を確認したり、図鑑を用いて材料と制作するものの特徴を関連付けたりして省察

を促すことは、Ａ児の発想を引き出す上で有効であったと考える。 

制作４はカブトムシを制作した。考え出すでは、カブトムシの知識を

想起するよう省察促しを行ったことで、Ａ児はカブトムシの知識や作り

方について考え出したことを次々に教師に伝え、絵に詳しく描くことが

できた。試すでは、大きさの異なるペットボトル等を設置していたこと

で、Ａ児は小さなペットボトルを選び、カブトムシの体部分を作ること

ができた。その際、教師が「体に穴（口部分）が開いているよ。カブト

ムシも体に穴が開いているのかな。」と、制作するものの特徴を想起す

るよう省察促しを行ったことで、小さなペットボトルの口部分を画用紙

でふさいでストローの角を立てるという発想を引き出すことができた。

広げるでは、Ａ児は教師が制作するクワガタに勝ちたいと思ったが、自

身の制作するカブトムシの角はストローでできており、強度が十分でな

かった。その際、教師が作ったクワガタの大あごとＡ児の制作したカブ

トムシの角を比べるよう省察促しを行ったり、動画を提示してカブトムシが角で戦う様子に着目する

よう促したりしたことで、Ａ児は「戦うために新聞紙にお願いしよう。」と、ストローに新聞紙を巻

き付けて角を強くし、考え出したことを広げてカブトムシを完成することができた（図５）。これら

の姿から、Ａ児に、制作するものの特徴を想起したり、Ａ児と異なる虫を制作して比較を促したりす

る省察促しを行ったことと、制作するものの動画を提示したことは、Ａ児の発想を引き出す上で有効

であったと考える。また、Ａ児の経験や知識を言語化する言葉掛けとアイデアスケッチの作成を毎時

間繰り返したことで、Ａ児の作りたいものを考え出す姿が定着してきたと考える。 

制作５はダンゴムシを制作した。考え出すでは、ダンゴムシの知識を想起させる省察促しを行った

ことで、Ａ児は「（体を）広げているものと丸めているものを作るよ。」、「材料はこれ（発泡材）

を使いたい。」等と、虫のイメージと必要な材料を併せて考え出し、アイデアスケッチに体を広げて

いるものと丸めているダンゴムシの絵を描くことができた。試すでは、長さの異なる針金を設置して

いたことで、Ａ児は長い針金を選び、ダンゴムシに貼り付けることができた。その際、教師が、針金

を操作する姿を見せて省察促しを行ったことで、針金を使用してダンゴムシを動かす発想を引き出す

ことができた。広げるでは、Ａ児は「（体が）丸まらないダンゴムシでいい。」と言い、ダンゴムシ

の特徴に着目して制作しようとしなかった。その際、教師がＡ児とは違うダンゴムシを作り、Ａ児も

図５ やり取り（制作４） 
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使用していた針金に引き続き着目するよう促したり、材料の特徴を制作

するものの特徴と関連付けることができるよう省察促しを続けたりした

ことで、Ａ児は、考え出したことを広げて体の丸まるダンゴムシを完成

することができた（図６）。これらの姿から、教師が材料や虫の動きの

特徴を関連させて省察を促し、発想を広げるよう働き掛けたことがＡ児

の発想を引き出す上で有効であったと考える。 

(ｳ) 第三次 

第三次では、制作した虫を「むしのせかい」に設置し、学級の教師や

友達を招待して遊ぶことで、題材を通した活動を価値付けすることをね

らった。Ａ児は、「虫取り網があったら楽しい。」と考え出したことを

教師に伝え、「むしのせかい」を構成した。友達を招待して遊ぶ際は、

「虫かごも欲しい。」と道具を増やして、考え出したことを広げること

もできた。「僕が作った虫を友達が捕まえた。楽しかった。」と感想を

述べたことから、ねらいを達成することができたと考える。 

(4) 全体考察 

 制作１～５の各言葉掛けの割合とＡ児の発想が広がった数（アイデ

アスケッチに書いたことから発想を広げて制作した数）の変化を図７

に示す。発想が広がった数は、制作１～５で増加した。発想が広がっ

た数が増加したことには二つ理由があると考える。一つは、図７に示

すように、言葉掛けの割合で言語化が減少し、省察促しが増加したこ

とである。これは、教師が言語化しなくてもＡ児が考え出したことを

教師に伝えることができるようになり、考え出したことを基に試す中

で教師の省察促しが増え、発想の広がりにつながったからであると考

える。二つは、図８に示すように、発想が広がった数の増加に伴い、

アイデアスケッチの確認数が減少していったことである。これは、Ａ

児が考え出したことをアイデアスケッチに文字化等しなくても、考え

出したことを基に、発想を広げていくことができるようになったから

であると考える。また、材料や図鑑等の視覚的教材も、教師の言葉掛

けと関連付けて提示したことで、Ａ児の発想を引き出すものとして有

効であった。以上のことから、Ａ児の発想を引き出す働き掛けを行う

ことで、Ａ児が遊びの中で試行錯誤することができると分かった。 

(5) 研究の成果と今後の課題 

 ア 研究の成果 

 〇 制作遊びの中で、考え出す、試す、広げる場面を設定し、各場面に応じて教師が言語化や省察

促しの言葉掛けを行ったり、アイデアスケッチ等の視覚的教材を提示したりしながら、Ａ児の発

想を引き出すことによって、Ａ児は考え出したことを広げ、工夫して表現し、試行錯誤すること

ができると明らかになった。 

 イ 今後の課題 

 〇 教師の言葉掛けと視覚的教材等の効果的な関連付けについて検討し、Ａ児が教師との関わりだ

けでなく、友達と共に遊ぶ中で試行錯誤する姿を引き出していくことができるようにしていく。 
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図７ 各言葉掛けの割合と発想が

広がった数の変化 

  図６ やり取り（制作５） 

図８ 発想が広がった数とアイデ

アスケッチ確認数の変化 

（回） 

 

0

5

10

15

20

制作１ 制作２ 制作３ 制作４ 制作５

発想が広がった数

アイデアスケッチ確認数

（回） 



- 7 - 

【添付資料】 

○ Ａ児のアイデアスケッチと制作物 

 アイデアスケッチ 制作物 

第

１

時 

 

  

・「むしのせかい」のイメージマップ 
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 ・蚊 
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○ 材料コーナー（第２時）         ○ 教室環境（一部） 
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長さ、色等を選択できるスト

ロー、モール等 
 

バッタが 
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アメンボが泳いで

いる川 

 

 

 

ダンゴムシが隠れ

ているブロック 
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